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∫IPZ)ECジ ヤ"ナ ル

情報化週間について

わが国は経済社会の発展にともない,企 業経営をはじ

めとして,社 会の多 くの分野で情報化が急速に進展し,

一般の方々が情報化の影響を受ける機会はますます多 く

なってお ります。

こうした情勢にかんがみ,通 商産業省では,広 く一般

の方々が情報化についての関心 と正しい理解を深めてい

ただくため,昭 和47年 度か ら毎年10月 第1週 を情報化週

間として記念行事を実施することを定めました。

第2回 の情報化週間は来る10月1日(月)か ら7日(日)

まで,'生 活 と情報化、をテーマとして,政 府行事,民

間行事がお こなわれ,ま た情報関係諸機関の施設も公開

されます。

(財)日 本情報処理開発センターは民間行事の一環 と

して,東 京における'生 活と情報化展、仙台 ・富山 ・岡

山 ・高松 ・福岡における講演 と映画の会を実施,協 力す

ることにな りました。

各行事の内容は次のとおりです。

政府行事

情報化週 間記念式典

期 日 昭和48年10月1日(月)

10:30～12:00

会 場 ホテル ・ニューオー タニ(東 京 ・四谷)

式次第(予 定)

1.挨 拶 ・

2.来 賓祝辞

3.表 彰

ω 情報化促進貢献企業 ・団体の表彰

② 情報化促進貢献個人の表彰

㈲ 優秀情報処理システムの表彰

(4)「 生活 と情報化」懸賞論文の表彰

4.受 賞者代表挨拶

5.情 報化に関する国民へのアピール

一1一



∫1PDECジ ャ ーナ ル

民 間 行 事

地区 行 事 名 実施内容またはプログラム 主 催 開麟 ⇒ 会 場

京都生活と情報化展 (1}人間生活 と情報の移 り変 り (財)日本情報処理開 9月28日(金)小 田急百貨店11階

〔2)コン ピ ュー タ の仕 組 み… … コ ン ピ ュー タ 発 セ ンタ ー 1。月 、～日(水)働 会場(鯨 ・
・コ ー ナ ー

10、00～18,新 宿)

{3}情報 処 理 の 利 用 … … ソ シ ア ル ・コ ー ナ ー

・超高層ピルの設計

・バ ン キ ン グ ・シ ス テ ム
,キ ャ ッ シ ュ ・

デ ィス ペ ンサ

・新幹線制御 [

・列車座席予約

・電力系統の適性運転 …

・ガス需要家情報サービス

・住民台帳システム

・洋服の自動裁断システム

・人工衛星の軌道修正

・その 他

(4)コ ン ピ ュー タが相 談 に の りま す。

… …実 演 コー ナ ー

・あなたに適 したスキー用品を選びます

… …NEAC-1240

・あなナこに適したゴルフ用品を選びます

……FACOMR

・あなたに適したテニス用品選びます

……FACOMR

・あなたの体力を診断いたします

・一 ・MELCOM-86 人

・数学学習のお相手をいたします

… …FACOM-1・ ・B
←

・あな た の 身 体 の コ ン デ ィシ ョンの コ ン

サルテ ィングをいたします
… …TOSBAC10

㈲情報化社会の到来
… … フ ュ ー チ ャ ー コ ー ナ ー

情報化国際講演 ・討 第1日 目13=30～17:10 (財)日本情報開発協 10月1日(月) ホ テル ・パ シ フ ィ

論会 基調演説 平田敬一郎(工 業再配置 ・産 会
～

10月2日(火) ック(東京 ・品川)
一 経済 ・社会の機 炭地域振興公団)

能 ・構造変化への対 セ ッ シ ョン1

応一 講演 経済・社会の機能と構造

参加料 ダニ エ ル ・P・ モ イニ ハ ン

会 員:15,000円 (前ハーバー ド大学教授)

一 般:18 ,000円 ジ ョー ジ ・ゴ ス メ ツキ イ

(テキサス大学教授)

加藤 秀俊(前 京都大学教授)

第2日 目9:30～16:30

セ ッシ ョン1

討論 情報化の役割

コー デ ィネー タ

稲葉秀三((財)日本情報開発協会)

討論者 上野幸七(関 西電力㈱)
〃 小林宏治((社)日 本電子工

業振興協会)' ≠4■ 酎 ■

"ダ ニ エ ル ・P・ モ イ ニ ハ ン
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地区

京都

行 事 名

サ イ バ ネテ ィッ ク ・

ア ー トリ ップ

ー コ ン ピ ュ一 夕 ・

アー ト展一

入場料

一般500円

学生300円

チ ル ドレ ンズ ・こ]ン

ピ ュー タ ・サ ー クル

レ デ ィ ス ・コ ン ピ ュ

ー タ ・サ ロ ン

映像情報フェア

80年 高度情報化社会

への誘い

一モデルタウン(東

生駒)に おける展開

を中心に一

実施内容またはプログラム

〃 松田武彦(東 京工業大学教

授)

セ ッション皿

討論 望ましい情報化投資

コーディネータ

北川一栄(住 友電工㈱)

討論者 秋草篤二(日 本電信電話公

社)

〃 倉成 正(衆 議院議員)

〃 牧野昇(㈱ 三菱総合研究所)

コ ン ピ ュー タ アー ト展 は,芸 術 の 面 か らの

コ ン ピ ュー タへ の ア プ ロー チ を 主 題 とす

る。

・糸 あや つ り人形

・ライ トア ー ト

・ア ク リル の林

・ア ノニ マ ス ・ス ペ ー ス

・ソ リ ッ ド ・デ ィ ス プ レイ

・BIO-MUSIC

・パ ブ リ ック ・コ ー ス

・ドラ イ ポ イ ン ト

・プ ロ ッ ター

・コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ イ ッ.クス

・コ ン ピ ュー タ を利 用 して 作 られ た 映 画

ビ デオ,音 楽,詩 作

都 内 の 中 学 生 を対 象 とす る講 義 と実 習 に よ

る コ ン ピ ュー タ入 門 講 座

・コ ン ピ ュー タの 歴 史

・プ ロ グ ラ ム入 門

・コ ン ピ ュー タ実 習

・コ ン ピ ュー タの 応 用

2ク ラス(第1回10月1日 ～5日,第2回

10月8日 ～12日)各30名

都内および近郊の一般婦人層を対象 とする

「生活 と情報化」に関する講義 と実演。

・コンピュータとは

・くらしとコンピュータ

・情報化社会への招待

2ク ラス(第1回10月2日 ～3日,第2回

10月4日 ～5日)各25名

通商産業省の指導により7カ 年計画で開発

されつつある映像情報システムを,モ デル

タウン(東 生駒地区)で 行なわれる実験プ

ロジェク トの案内を通じて,広 く一般市民

の関心,理 解を深める。

展示内容

・シンボルゾーン
・センター
・伝送路
・ホーム展示
・ショウコーナー
・ビデオ関係

主 催

(財)日本情報開発協

会

(財)情報処理研修セ

ン ター

(財)情報処理研修セ

ン ター

(財)生 活映像情報シ

ステム開発協会

開催期間

10月7日(日)

～
10月21日(日)

10:00～20:00

10月1日(月)

～

10月5日(金)

10月8日(月)

～
10月12日(

17:00～19:

10月2日(火

～
10月3日(水)

10月4日(木)

～

10月5日(金)

14:00～16:

し
10月4日(木)

～

10月9日(火)

10:00～18:

会 場

銀座ソニービル

8階 ホール(東 京

・銀座)

情報処理研修セン

ター研修室(東 京

・浜松町 世界貿

易センターピル7

階)

情 報 処理 研 修セ

ンター特 別教 室

(東京 ・浜松町 世

界貿易センターピ

ル7階)

東武百貨店8階

催事場(東 京 ・池

袋)
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地区 行 事 名 実施内容またはプログラム 主 催 開催期間 会 場

東京都 デ ー タ シ ョウ'73 各種の豊富な周辺端末機器の新製品を一堂 (社)日本電子工業振 10月3日(水) 東京卸売センター
一 マ ン ・マ シ ン ・

シス テ ムの 未 来像 を

さ ぐる一

に 集 め,マ ン ・マ シ ン ・シ ス テ ム の望 まれ

るべ き姿 を展 示 ・実 演 す る。

興協会

通信機械工業会

～

10月6日(土)

10:00～16:30

グランドホール

(東京 ・五反田)

「デー タ シ ョウ'73」 第1日 目 (社)日 本電子工業振 10月3日(水) 東京卸売センター

シ ン ポ ウ ム 基調演説 小林 宏治 興協会
～

10月5日(金)
13階(デ 一 夕 シ ョ

一 マ ン ・マ シ ン ・
((社)日 本電子工業振興協会) 通信機械工業会 ウ'73会 場内)

システムの未来像 を 米国における周辺端末装置の利用ならび
13:00～17:00

さ ぐる に開発の現状と将来

参加料 NormanMsenoff

12,000円 (VirginiaResearchInc.)

欧州における周辺端末装置の利用ならび

に開発の現状と将来

H.McGregorRoss

(DataSystemsConsultants)

第2日 目

日本における周辺 ・端末装置利用ならび

に開発の現状と将来

高柳 晃(日 本電信電話公社)

li本における周辺 ・端末装置利用の現状

と問題点 パンキングシステムー

鹿島田一平(第 一勧業銀行)

ll本における周辺 ・端末装置の開発の現

状と将来

OCR

玄地 宏(東京芝浦電気㈱)

デ ィス プ レイ

山崎 英蔵(三 菱電機㈱)

漢字処理システム……

山本 正隆(沖 電気工業㈱)

第3日 目

パネル討論会 周辺端末装置の多様化と

使い易さ

司会 林 一郎

(エ レ ク トロニ クス 協 議 会)

パ ネ リス ト

N.Niseno鉦

H.M.Ross

坂井 利之(京 都大学)

上野 滋(労 働省)

野田 克彦(松 下技研㈱)

三輪 博秀(富 士通㈱)

大塚英次郎(㈱ 日立製作所)

加藤 康雄(日 本電気㈱)

中央省庁における電 政府機関における電子計算機利用の実態に 工業技術院電子計算 10月4日(木) 機械振興会館 地
子計算機利用技術研 関する発表会を行なう。 機利用に関する技術 ～

10月5日(金) 下2階 ホール

究発表会 {1}利 用技術研究会 「電子計算機利用に 研究会 10:00～11:00 (東京 タワー前)、

関する技術研究」の成果

② 中央省庁における電子計算機利用に

関する研究と成果

一4-一
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地区 行 事 名 実施内容またはプログラム 主 催 開催期間 会 場

東京都 豊 か な コ ミュニ ケ ー

シ ョン'73展 示 会

電 々 公 社 の デ ー タ通信 を 主 体 と した 新 技術

を公 開 す る。

DRESS,DEMOS-E,DIALS,ミ ニ ・

プ ッ シ ュホ ン,プ ラズ マ デ ィス プ レイ,

サ ー マ ル プ リン タ,ペ ー ス メ ー カ ーパ ル

ス 伝送 装置,海 洋 マ イ ク ロ波 中 継 所 写 真

お よ び模 型,ナ シ ョナル ・プ ロジ ェ ク ト

・パ ネル,そ の 他

n本 電信電話公社 10月 ユ日(月)

～
10月3日(水)

rr本電信電話公社

展示センター(東

京 ・霞ケ関 ビル30

階)

パ ネル 討 論 会 コ ン

ピ ュー タ ・ユー テ ィ

リテ ィの 展 望

テーマ:コ ンピュータ ・ユーティリティの

展望

コーディネータ

松田 武彦(東 京工業大学教授)

パネリス ト

石原善太郎(三 井東圧化学㈱)

鵜沢 昌和(青 山学院大学教授)

白根 礼者(日 本電信電話公社)

(財)電気通信総合研

究所

10月4日(木)

13:30～17:00

ダ イ ヤ モ ン ド社 ピ

ル ホ ール

(東 京 ・虎 ノ門)

国鉄と情報化 {1)国 鉄 における情報近代化の現状

・販売予約システム等

・運転システム

・施設管理

・通信網近代化

② 国鉄における情報近代化の将来

{3}現 物展示:マ ルス簡易端末

〔4}VTR:国 鉄 とコンピュータ

日本国有鉄道 9月18日(火)

～
10月31日(水)

国鉄本社1階P

Rコ ーナー

(東京 ・丸 ノ内)

運輸情報処理セ ミナ

ー

参 加 料

会 員:15,000円

非 会 員:17,000円

、

第1日 目

A会 場10:30～17:00

基調 講演 運輸情報化の進度

須藤 幹雄(運 輸省)

特 別講演 情報化社会における企業経営

北川 一栄(住 友電工㈱)

都市物流 システムをめ ぐる諸問題

パネリス ト 川目 順啓(運 輸省)

大森 誠一(日 通総合研究所)

中西 睦(早 稲田大学教授)

B会 場14:30～17:00

港湾情報システム構想 と開発方向

パネリス ト 熊木 藤吉(運 輸省)

喜 多村昌次郎(港 湾総合研究所)

下條啓司(神 戸商船大学助教授)

第2日 目

A会 場9:30～16:30

イ ンプットの問題点 と解決方向

パネリス ト

安井 達也(大 阪商船三井船舶㈱)

大沼 広州(全 日本 トラック協会)

盛 田 勲武(三 菱倉庫㈱)

運輸業界に期待する物流情報システム

上村 行男(東 京芝浦電気㈱)

永峯 昭(㈱ 三越)

(財)日本生産性本部 10月3日(水)
～

10月4日(木)

・

、

A会 場

薬学会館
大ホール

(東京 ・渋谷)

B会 場

日本生産性本部

(東京 ・渋谷)

一5一



ノ1PZ)ECジ ャー ナル

地区 行 事 名 実施内容またはプログラム 主 催 開催期間

京都

会 場

B写 場9・30～16.30

最適輸送機関の選択要因分析

小松 敦(日 通総合研究所)

運輸情報システム
ー運転ダイヤの自動編成システムー

飯田 善久(鉄 道技術研究所)

国際データ通信システムの開発事例

・JALCOM－ 皿システムの概要

細川 喬(日 本航空㈱)

・国際データ・ネットワーク・システム

大川 公一(日 本航空㈱)

}

「運輸と情報化」に

関する講演と映画の

会

講演

ω 運輸活動と情報活動

林 周二(東 京大学教授)

② 情報産業から見た運輸企業の在 り方

西尾 出(三 井情報開発㈱)
映画

運輸の情報システム

・緑の窓 口

・航空座席予約システム

・海上コンテナ ・システム

(財)運 輸経済研究セ

ンター

10月5日(金)

13:00～17:00

船舶振興ビル10階

(東京 ・虎ノ門)

データプロセシング

特別集会

参加料

会員3,000円

一般5 ,000円

情 報処理技術者の現状 と問題点

情報処理担当者の人間性と今後の対策

・コンピュータ実務担当者意識調査の概

要報告

・人事管理か らみテこ情報管理部門の諸問

題

・情報管理部門 と他部門 とのコミュニケ

ーシ ョンの確立 定 員250名

(社)日 本データ・プ

ロセシング協会

10月4日(木)

10:00～17:40

全共連ビル 申会

議室(東 京 ・平河

町)

コンピュータによる

職業別体力診断モデ

ルのデモンス トレー

ション

(1}パネルによる展示

・体力適性(PhysicalBitnesi)の 構成

図

・脆弱な点に関する運動処方(職 業別 ・

年令別 ・エネルギー)

・コンピェ一夕による体力診断処方の要

領

・インプット/ア ウ トプット様式とプリ

ント実例

・職業別,年 令別,性 別の日本人のテス
ト項 目種別図表の作成(国 際比較の も
の も入れる)

・各テス ト項 目の実施要領 とその指示

・職種別体力診断モデルの開発手順

②開発モデルによる体力診断の実演デモン
ス トレーション(一 定時間帯を設ける)

(社)日本経済青年協

議会

10月1日(月)
～

10月6日(土)

オ リンピック記念

青少年総合センタ

ー(東京 ・代々木)

B会 場 9:30～16:30

外国人研修生へのコ

ンピュータセミナー

現在発展途上国(地 域)か ら来日中の研修

生を対象としたEDPSに 関する基礎知識

の講義及び実習

(財)海 外技術者研修10月1日(月)

協会1。 月、～,(土)

日本電気㈱ コン

ピュータセンター

(東京 ・田町)

台市 「生活と情報化」講

演と映画の会

講演 情報化社会の課題と展望

片方善治(シ ステム研究センター)

映画 コンピュータとソフ トウェア

保健医療 と情報処理

(財)日本情報処理開

発センター

仙台商工会議所

10月4日(木)仙 台商工会議所ホ

13:30～16:一 ル(仙 台市)
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地区 行 事 名 実施内容またはプログラム 主 催 開催期間 会 場

富山市 「生活と情報化」講

演と映画の会

講 演 林 雄二郎(未 来工学研究所)

映 画 コンピュータとソフ トウェア

保健医療 と情報処理

(財)日 本情報処理開
発センター富山県情報化推進

セ
ンター

10月3日(水)

13:30～16:30

富山商工会議所

10階 ホール

(富山市)

静岡市 高 校 生 の た めの コ ン

ピ ュー タ ・セ ミナー

講 演 情報化社会 とくらし

宮田 博夫(静 岡新聞社)

映 画 コンピュータとソフ トウェア

講 座 プログラミングの初歩

静岡県自動車学園

静岡県産業技術専門

学校

10月7日(日)

9:00～17:00

静岡産業技術専門

学校(静 岡市)

豊橋市

福山市

中小企業管理者のた

めのコンピュータ実

習講座

地方都市中小 ・中堅企業の経営者ならびに

管理者を対象 とし,コ ンピュータの利用に

関する正しい理解を促すため,講 座のほか

に,コ ンピュータ処理の実習を行なう。

定員30名

第1日 目

・情報化と中小 ・中堅企業

・コンピュータの基礎知識

第2日 目

・コンピュータの利用

・コンピュータ実習(販 売予測 と在庫管

理)

・コンピュータ利用上の心構え

・まとめ

日本商工会議所 10月2日(火)

～
10月3日(水)

9:00～17:00

10月6日(土)

～
10月7日(日)

9:00～17=00

豊橋商工会議所

(豊橋市)

三菱電機㈱福山製

作所(福 山市)

大阪市 「生活 と情報化」展

示会

一 健康な くらしと

コンピューター

、

展示は主テーマについて,機 器,模 型を使

った実演を中心にパ ネル,視 聴覚などによ

り,現 在や将来のビジョンなどについて展

示する。

ω 健康 と情報システム

実演 心電図の伝送

ペースメーカーのチェック ・システム

血液型の判定装置

身長,体 重,視 力の検査装置

その他

② 日常生活 と情報システム

将来の情報化社会の家庭生活…CATV

情報化社会におけるバンキング ・サービ

ス

ゲーム ・コーナー その他

(財)関 西情報センタ

ー

10月4日(木)

～
10月9日(火)

10:00～17=00

A

大丸百貨店8階 催

物会場(大 阪・心

斎橋筋)

情報化国際特別講演

会

テーマ 経済社会の構造的変化への対応

ジョージ ・ゴスメツキ イ

(テキサス大学教授)

横 山 保(大 阪大学教授)

(財)関 西情報センタ

ー

10月3日(水)

、

大阪倶楽部

(大阪 ・東区)

MEDIS'73医 療情

報システム国際シン

ポジウム

参加料10,000円

第1日 目9:00～17:00

シ ン ポ ジ ウ ムA「 地域 医 療 計 画 」

シ ン ポ ジ ウ ムB「 医 療 デ ー タバ ン ク1」

第2日 目10:00～17:00

分 科 会1「HISの 技 術 要 素 」

分 科 会 皿 「ヘ ル ス ・ス ク リー ニ ン グ」

第3日 目9:00～17:00

シ ン ポ ジ ウ ムC「 病 院情 報 シス テ ム」

シ ン ポ ジ ウ ムD「 医 療 デ ー タバ ン ク 皿」

(財)関 西情報センタ
ー

10月4日(木)
～

10月6日(土)

大阪商工会議所 ・

国際会議場(大 阪

・東区内本町)

7
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地区

阪市

歌山

大阪

市

市

戸

阪

行 事 名

講演と映画の会
一 今後の情報化の

進展について一

情報化時代のシ ョッ

ピングショー

EDPに よる仕掛品

在庫管理 セミナー

コンピュータによる

デモンス トレーショ

ンー 生産性向上の

ための目標設定 とそ

の手法一

中小企業情報化対策
シンポジウム
ー 関西地域におけ

る産業社会の知識集

約化と情報の役割り

実施内容またはプログラム

講 演

映 画 私たちの情報戦略

その他

POSシ ステムの実演(第1会 場)

専門店の販売 ・在庫 システムの実演
(第2会 場)

POSシ ス テムの導入 ・利用の説明会
(第2会 場)

第1日 目

仕掛品在庫管理システム総論

手塚慶一(大 阪大学教授)

生産管理における仕掛品在庫 システム

木村政信(久 保田鉄工㈱)

47年 度 に開発した本システムのソフ トウ

ェアの説明

大阪科学技術 センター第
2日 目

仕掛品在庫システムの価値と評価の方法

真田英彦(大 阪大学工学部)

仕掛品制御におけるカンバン方式

辻本 勇(ダ イハツ工業㈱)

デモンス トレーション

大阪科学技術センター

生産性指数の活用方法について説明会を

設け,ア ウ トプットデータに もとづき個別

診断を行なう。

テーマ 新技術 ・新製品開発戦略における

特許情報の有効利用一 特許情報

の上手な収集 ・整理によって明日

の開発方向を深る

コーディネータ

泉名栄一(和 歌山県工業試験場)

テーマ 異業種企業の情報交流によるこれ

か らの経営戦略一 この激動社会

に異業種情報をいかに企業の繁栄

}こ結びつけるか一

黒崎重彦(上 村工業㈱)
コーディネータ

池上吉蔵(㈱ 甲南カメラ研究所)

テーマ 技術をベースとした企業成長過程

と今後の発展方向を探る
一 異業種間の情報交流と企業成

長発展の定性的分析一

ω講演 技術の発展法則と社会的ニーズ

との関連性
一一機械技術を申心として一

田中行雄(関西大学工学部教授)

主 催

(財)関 西情報センタ

大阪商工会議所

(財)大 阪科学技術セ

ンター

(財)大 阪科学技術セ

ンター

(財)大 阪科学技術セ

ンター

(財)大阪科学技術セ
ンター

東大阪商工会議所

(財)大阪科学技術セ
ンター

兵庫県立工業試験場

兵庫県発明協会

開催期間

10月5日(金)

会 場

日経大阪本社集会

室(大 阪 ・東区高

麗橋)

10月5日(金)

～

10月10日(木)

10:00～17:00

10月2日(火)

～
10月3日(水)

13:30～17:00

デ ー タ受 付

9月15日(土)

～

10月4B(木)

明 会 ・個 別

診 断

10月5日(金)

13:30～17:

10月1日(月)

13:30～16:

10月2日(火

13:30～16:

10月3日(

14:00～17

う
心
大

商
阪
)

ご
び
(
)
阪
大
町

そ
よ
街
橋
大
(
本

お
店
斉

所
内

場
店
商
心
場
議
区

会
貨
橋

・
会
会
東

1
百
斉
阪

2
工

・

第

第

大阪科学技術セン

ター6階601号 室

(大阪 ・西区靱)

大阪科学技術セン

ター.4階 指導室

(大阪 ・西区靱)

和歌山県経済セン

ター9階 集会室

(和歌山市)

東大阪商工会議所

5階 ホール(東 大

阪市)

兵庫県民会館11階

特別会議室(神 戸

市)
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地区 行 事 名1実 施内容またはプ・グ・ム 主 催 惨 幽 間 会 場

大阪市 〔2律例発表 企業成長と技術製品開発の

プ ロセ ス

| 一 わが社の発展要因を技

1 術面から分析する

吉村 博(白 光金属㈱)
コ ー デ ィネー タ i
平田好顕(兵 庫県立工業試験場) 1

1 テーマ 中堅中小企業の知識集約化推進に (財)大 阪科学技術セ 10月5日(金)大 阪科学技術セン

i おける情報対策の方向 ン タ ー 13:30～17:00タ ー8階 小 ホー ル

! (1}中小企業における知識集約化の意味と (大阪市)

ト とくに具体的な情報対策のあり方につ
`

1 いて 中谷道達(中 小企業庁)
1

{2期 目の経営戦略に対する社内知識集約

化と体系的経営目標の設定

松野茂雄(立 石電機㈱)
コー デ ィネー タ

三木信一(神 戸商科大学教授)

京都市 情報化社会と教育討 情報化社会,お よび情報化とい うもののイ (社)シ ステム科学技 10月6日(土)

論会 メージが高校生や一般の人にどのようにと 術研究所 14:00～16:00

らえられているかをアンケー トによって調

査し,そ の結果を中心に討論を行な う。

コー デ ィネー タ

吉田 光邦(京 都大学助教授)

岡山市 「生活と情報化」講 講演 情報化社会の課題と展望 (財)日 本情報処理開 10月2日(火) 岡山衛生会館5階

演と映画の会 片方善治(シ ステム研究センター)
発 センター
岡山経済団体連合会

13:30～16:30 申 ホー ル

映 画 コ ン ピ ュー タ と ソ フ トウ ェ ア 岡山商工会議所 (岡山市古京町)

保健医療と情報処理 (社)岡山県産業情報
協会
中国地方生産性本部
岡山支部
(社)山陽技術振興会

高松市 「生活と情報化」講 講演 情報化社会と国民生活 (財)日本情報処理開 10月3日(水) 高松電気ピル8階

演と映画の会 山本幸雄(日 本科学技術 発 セ ン ター 13:30～16:30 ホール(高 松市亀

情報センター) 四国通商産業局 井町)
私たちの生活 とデータ通信 四国経済連合会

高橋澄夫(日 本電信電話公社)
、

映画 経営とコンピュータ

私たちの情報戦略 ■

福岡市 「生活 と情報化」講 講 演 鵜沢昌和(青 山学院大学教授) (財)日本情報処理開 10月1日(月) 福 岡合同庁舎ホー

演と映画の会 岸田純之助(朝 日新聞社) 発 セ ンタ ー 10:00～16:00 ル(福 岡市)

映 画 保健医療と情報処理 九州産業技術連盟
、

経 営 とコ ン ピ ュー タ

盛岡市 ジ ュ ニ ア ・コ ン ピ ュ 講演 コンピュータのしくみと応用 (財)情報処理研修セ 10月6日(土) 盛岡工業高校
一 タ セ ミナ ー 講師 清水留三郎(東 京大学助教授) ン タ ー

13:30～15:30

高岡市 一 高校生を対象と 土居 範久(慶 応義塾大学講師)
10月2日(火)

14:00～16:00
高岡工芸高校

奈良市 する講演 と映画によ 間野浩太郎(青 山学院大学教授) 奈良県情報処理教

北九州 る コ ン ピ ュー タ講 座 魚木 五夫(広 島修道大学教授) 育 セ ン ター

市
映 画 コ ン ピ ュー タ と ソ フ トウ ェ ア 10月5日(金)小 倉商業高校

13:00～15:00
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研究開発

医療機器 システムの基本設計 に関す る

調 査 研 究 の 概 要

1.医 療機器システム開発の背景

わが国の医療サービスの現状からみて,も っとも大 き

な問題は国民の医療に対するニーズと,そ の供給体制と

のあいだに大 きなギ ャップが存在していることである。

すなわち,

①医療その ものについての認識が変化し,い わゆる包

括医療が求められていること

②人口構成や社会環境の変化などから,従 来 とは異な

った疾病構造をとるようになってきたこと

などから,医 療に対するニーズは年々高まる傾向をしめ

ている。

これに対し,医 療の供給側の体制 としては医師や看護

婦などの医療関係者,病 院や診療所などの医療施設の数

が相対的に不足してお り,そ れが3時 間待ち の3分 診

療,事 故 ・急性疾患の際の患者のナこらい廻し,と いった

形であらわれ,国 民に不安を抱かせている。

このような医療サービスの現状を改善するためには,

医療制度をはじめ医学教育,社 会福祉な どの面から総合

的な施策が望まれるが,そ の一方,技 術的なアプローチ

として,現 在の限 られた医療資源を有効に利用するため

医療のシステム化をはか ってい くことが必要である。

このような観点から,当 財団では,近 年進歩のいちじ

るしい医用電子技術と伝送系の技術をふくめた情報処理

技術とを結合した医療機器システムを開発するための調

査研究を開始した。

この調査研究では,当 面,最 小限の医療サービスを受

けることも困難である僻地,な いしは無医地区の住民に

対する医療サービスの提供を行な うための 「僻地医療機

器システム」の設計概念を検討することとし,こ のほど

その基本構想をまとめナこ。

以下,そ の概要を紹介する。

2.シ ステムの基本構想

(1)サ ービスの内容

僻地医療機器システムは,医 療サービスに恵まれない

僻地ないしは無医地区の住民および,そ の区域を担当す

る医療機関等に対しつぎのようなサービスを提供 し,僻

地医療を側面か らサポー トしようとするものである。

① 僻地の一般診療(図 一1参 照)

② 僻地の救急医療(図 一2参 照)

③ 僻地をふ くむ一定地域の住民の健康管理

④ 僻地医療のテこめコンサルテーシ 。ン

⑤ 医療関係者の教育

⑥ 保健教育

⑦ 医療実施上の管理

(2)シ ステムの構成

このシステムは三つのレベルで構成し,僻 地,無 医地

区を持つ保健所,診 療所などにター ミナル,僻 地最寄 り

の都市(人 口2～3方 程度)の 総合病院にサテライ ト,

県庁所在地程度の都市の大学病院あるいは国立病院にセ

ンターをおき,そ れぞれネットワークを形成し,か つつ

ぎのような機能を持たせる。
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レ ベ ノレ 性 格 おもな機能 おもな医用機器
・ド働 問診装置

・一般診療 ・生体情報収集機器

ター ミナル 実務の先端

・応急措置

・健 診実施

・簡易検体検査装置

・小型X線 装置

etc
・簡易救急用機器

etc

・クー ミナルへ の医療補助
,指 示 ・健診用機器(搭 載川ふ くむ)

サ テライ ト 実務の中心
・救急時の判断

,処 理

・住民の健康管理,保 健教育

・生体情報解析装置

・救急車等搭載用機器

etc

・サ テライ トに対す る指示,コ ンサルテー ション ・高度生体情報解析装置

コンサルテー ション
・ヘ リコプターによる医師の派遣 ・ヘ リコプター搭載用機器

セ ンター ・重症患 者の受 入

高度医療アレンジ ・医療情報の提供,教 育

' etc

3.各 レ ベ ル の 必 要 資 源

ター ミナル,サ テライ トお よびセ ンターにお いて,そ

れ ぞれ必要 とされ る資源 としては

① 人 的 資 源 …医師,パ ラメデ ィカル,SE,ヘ

リコプター等,医 師または患者を

搬送す る機器の操縦者運 転士,シ

ステ ムオペレータお よび管理 スタ

ッフ

② 建 造 物 …各レベ ルの施設,ヘ リポー ト,車

庫 等

③ 医 用 機 器 …(前 述 表参 照)

④ 通 信 機 器 …双方向同時通話 装置,フ ァクシ ミ

リ装置,デ ー タ通信 装置,通 信指

令装置,画 像送受信装置(黒 白 ・

カラー),搭 載用または移動用無

線装置等

⑤ 映 像 機 器 …イメージフ ァ/ル,TVカ メ ラ ・

モニ ター,フ ァックス,X線 像 モ

ニ ター,保 健 ・教育用視聴覚機器

等

⑥ 搬 送 機 器…ヘ リコプ ター,健 診車(船),簡

易 移動施設等

⑦ 情 報処理機器…大 ・中型電 子計算機,高 速大容量

情報検索装置,COM,各 種 入出

力装 置,イ ンテ リジ ェン ト・ター

ミナル等

が考 え られ る。

なお,こ れ らの機器 の うちには新 たに開発すべ きもの

もふ くまれてい る。

また,伝 送手段 については,電 々公社の 回線網 を中心

とし,そ の他の伝送系の利用について も考慮 してい る。

今後の調査研究 としては,具 体的 な僻地 モデル を設定

し,そ こにお いて この システムを適 用した場合 を想定 し

て,機 器の設計,運 用方法等 について詳細 に検 討してい

く予定 である。 ・

(菅井和郎 ・医療機器システム本部)

一11一



11PDECジ ヤー ナ ル

セン ター

サテライ ト
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民 に対 し,

イト医師が 次

澱 を利 用 し,'1.

行 な う。

・2
.

、3.

～6

般
診
療
内
容

内科

外科

眼,皮 フ,耳などの専門科

産科及び小児科

次のように分類する。

1.治 療可……パラメディカル

が適切な処置

2.治 療困難…救急診療システ

ム等に適用する。

3.し ばらく観察

ミ、も

パ ラ メ

デ ィカル

静

σ

●

/

耐ツ
劉

図一1一 般(遠 隔)診 療
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救 急"参療

一/
f僻地救急現場

不ll∫

,患 者 不多回Jn∫ カ・

(サ テ ライ ト医 師 か†川桁)

～

報 知

例えばTEL110,119

図一2救 急診療

一13一



ノIPI)ECジ ャ ー ナル

ソ フ トウェア の提 供 に つ い て

当財団は,過 去5年 間にわた り,情 報処理産業 の発展

のため,各 種情報処理 システムの調査,研 究 開発 な らび

に普及 に関するコンサル テ ィング等 の事業を行な ってま

い りま した。 この 間,コ ン ピュー タの高度利 用お よび汎

用化技術の開発等,ユ ーザに とって効用の高いソフ トウ

ェアの開発を行な い,す でに特定の皆様 には,利 用に供

してまい りましたが,さ らに広 くご利 用いただ くため こ

れ らの開発 ソフ トウ ェアの適用範囲の拡 大 と一層 の充実

をはか ってお ります。つ きましては,皆 様 の ご利 用をお

待 ちしてお ります。

また ソフ トウ ェア と同様に,ハ ー ドウェアの ご利用 に

つ きまして もHITAC8450,FACOM230-60,NEAC

2200-500な ど3台 の大型 コン ピュー タを設置してお りま

す ので併せ てご利用下 さい。特に利 用に際 しましては ソ

フ トウ ェアのみな らず,ハ ー ドウェア とともに ご利用 い

ただ ければ その機能が十分発揮 され る こと間違いな く,

本 利用方法 をおすすめ します。 なおソフ トウ ェア,ハ ー

ドウ ェア ともに,利 用方法,そ の他 くわしい内容 につ き

ましては,具 体的 に個々に相談 させていただ きますので,

お 気軽に ご利 用下 さい。

・提供 ソフ トウェアの概要

提供 ソフ トウ ェアの内容 につ きましては次表の通 りで

す。

ダ

提供ソフトウエアー覧表

ソフ トウェア名 概 要 開発年月

異機種聞汎用言語 ・データ変換 異機種聞におけるプログラムやデータの共同利用を可能とするために,必 要 とされ

プログラム る変換作業の省力化をほかる口的で開発されたシステムです。 48β

(JYOINOS)

インタラクティブ学習システム TSSの もとで稼動するインタラクティブな会話型言語の学習システムであります。

(CLASS)
46.3

オンライン文献検索システム TSSの もとで稼動するオンライン文献検索システムです。現在コンピュータ関係

の文献]0万 件のデータ・ベースが用意されています。 48.3

(JOLDOR-II)

オンラインシミュレーションシ 離散系を対象とするシミュレーション ・システムで,モ デルの作成,デ バ ッグ,ラ
、

ステム ン等が,オ ンライン,イ ンタラクティブに行なえます。 48β

(SIMBOL)

プ ロ グラ ム ・テ ス ト ・デー タ ・ プログラム ・テス トにおけるテスト・データの作成を自動的に行ない,そ の作業稼

ジェネレータ 動能力を上げるシステムで,希 望するテスト・データを容易に短時間で得ることがで 47.3
・

(PRO-TEST1) き ます 。

マ ー ク ・カー ド ・フ ォー}ラ ン プログラミング教育用として,開 発されパンチレス方式による教育効果の向上をめ
1

・プログラム ざし,特に教育担当者にとってわずらわしい雑務を当システムはカバーします。 48.3

(FORMRK)
一

(昭和48年8月 現在)

一14-一



∫1PDECジ ャー ナル

、

なお49年 度以降 に提供 を予定 してい るソフ トウ ェアは

次 の通 りであ ります。

ω 統計集計の ための プ ログラム

② データ ・チ ェックの ための プログ ラム

{3}統 計 解析のtめ の プログ ラム

(4}図 形 処理のための各種 アプ リケーシ 。ン

㈲ その他

・提供 ソフ トウェアの利用方法

これ らのソフトウェアは,一 定期間の貸付および当財

団設置コンピュータのもとでの利用が行なえます。貸付

による方法は,「 長期貸付」,「 月単位貸付」,「 短期

貸付」の3種 類があり,そ の内容は次の通 りです。

① 長期貸付:長 期間連続 して使 用する と き に 適 用

し,そ の基準貸付期間は36ヵ 月間 とする。

② 月単位貸付:月 単位に使 用す るときに適用す る。

③ 短期貸付:数 日間使 用す るときに適用 する。

なお貸付物件は,ソ フ トウェアの 内容 によ り異な りま

すが,① オブジ ェク ト・プ ログ ラム,② 利用解説書,③

操作仕様 書が用意 されています。

また,当 財 団設 置のコン ピュータと併 せて ソフ トウェ

アを利用す る場合は,ク ローズ制お よびオー プン制に よ

る方法が あ り,詳 しい ことに関 しては,当 財団サー ビス

課 まで ご照会 下 さい。

(サ ・・-tfス課 ・内 線205)

●

冒 、
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昭 和47年 度 にお け るデー タ コー

唖
ド標準化

のための調査お よびJIS原 案 の作成

当財団では,昭 和44年 以来 「情報処理普及促進のための標準化に関する事業」の一環 として,各 種データ

コー ドの標準化のための調査研究な らびにJIS原 案の作成を毎年実施している。昭和47年 度は通商産業省

工業技術院か ら委託を受け,「 人に関するデークコー ドの標準化のための調査研究」および 「学校コー ドの

JIS原 案」の作成を行なった。

人に関するデータコー ドについては,昭 和46年 度 において,当 財団の自主事業 として標準化のための体系

調査を実施した。この調査は,主 としてコー ド利用の実態調査を主眼にした基本的問題の網羅的調査である。

この調査結果を基礎にして,47年 度においては学歴,職 種,続 柄,血 液型な どの具体的なコー ドにしぼ り,

それぞれの掘 り下げ調査を実施するとともに,学 歴,続 柄についてはJIS化 の見通しを得て,そ の原案を

作成した。

学校コー ドについては,昭 和45年 度 に実施した 「事業体コー ドの標準化に関する調査研究」の中で,特 に

JIS化 の必要性が指摘 された ものであり,こ れをうけて今回JIS原 案 を作成した ものである。JIS化

の範囲については,種 々検討の結果,当 面大学 ・高等専門学校に限ることとして原案を作成してある。

σ

1.人 に関す るデ ー タコー ドの標準 化

ここで言 う 「人 に関するデータコー ド」 とい うのは ,

人 に関す る種 々の特徴 または,状 態 を示す コ ー ドで あ

る。ナことえば,社 員フ ァイルにお ける職名,職 種,学 歴

専攻 学科,資 格,免 許な ど,あ るいは地方 自治体 の住民

フ ァイルにおける世帯主 との続柄,社 会保 険適用 区分な

どを示 すコー ドである。

前 回の調査の結果,「 人に関す るコー ドの 中で,今 後

JIS化 を進め る うえで特 に優先度の高い もの として,

学 歴,職 種 関係,資 格 ・免許,続 柄,血 液型が あげ られて

いる。 そこで47年 度は,こ れ らの コー ドに重点を しぼ り

JIS化 の 可能性 について種 々の調査 を行な った。

以下は,そ の調査結 果な らびに作成 したJIS原 案 の

概要 である。

i)学 歴区分 コー ド

学 歴を示す コー ドを細分す ると,大 学高校等の 区分 を

示す学歴 区分 コー ド,具 体的学校名を示 す学校識別 コー

ド,さ らに学 部,専 攻,卒 業 ・中退 の区分 な どを示す コ

ー ドな どにわかれる。 これ らそれぞれの コー ドについ て

利用の実態,あ るいはJIS化 に当 っての問題点 を検討

した結果,さ しむ き今 回は学歴区分 コー ドを とり上げ る

ことに議論が集約 し,そ のJIS原 案 を作成 した。

JIS原 案で扱 った学歴区分とは,「 学校教育法第1

条に規定する義務教育課程の学校,高 等学校,高 等専門

学校,大 学 もしくはこれ らに相当する学校の卒業,ま た

は これと同等以上の学力があると認められた 資 格 に従

い,学 校教育の課程を区分けしたもの」であり,こ れら

の課程を1桁 の大分類コー ドおよび2桁 の小分類コー ド

で分類している。

なお第1表 にそのコ一一ドの抜粋を掲げた。

第1表 学歴区分コード(抜粋)

大分類

コー ド

小分類

コー ド
学歴区分名 備 考'

1 大 学 卒

11 博士課程修了 学校教育法(昭 和22年法律第26号)による大学院

博士課程の修了

12 修士課程修了 学校教育法による大学院修士課程の修了 、

13 大学院後期修了 旧大学令(大 正7年 勅令第388号)による大学院ま

たは研究科の第2期 または後期の修了

14 大学院前期修了 旧大学令による大学院または研究科の前期の修了

15 大学院第瑚修了 ω旧大学令による大学院または研究科の第1期 の

修了

ii)職 種関係コー ド

職種関係コー ドとは,職 種,職 階,職 能,な どの各コ

ー ドを指す ものである。

各ユーザが現在使用している分類体系表を収集し,分

析した結果,そ の分類法は きわめて千差万別である。
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このように分類体系が多様化している原因としては,

職種では,企 業の慣行,組 織,作 業系統,取 扱品目など

の相違を,職 階では役職名等若干共通する所があるもの

の,こ れに対応する実態,内 容の相違,ま た職能では概

念のとらえ方の幅が大 きく,か つ企業独自の給与体系と

結びついているためである。

以上の ことか ら,職 種関係コー ドの標準化には,か な

り難問を含んでお り,ま ナこか りに今回強引に標準化して

も,そ れを利用される可能性は低いとの判断から,今 回

は実態調査 と標準化の問題点の検討にとどめ,よ り慎重

な検討を今後にゆだねることとした。

iii)資 格 ・免許コー ド

国などめ公共機関や民間団体などが与えている各種資

格および免許を対象にJIS化 の検討を行なった。現在

資格 ・免許の種類は非常に多く,そ の実態は明確に把握

されていない。したがって今回の調査では,主 としてユ

ーザの使っている資格 ・免許コー ドに関する資 料 の収

集,分 析,そ れらの利用の実態調査,資 格 ・免許 と職業

との関係,資 格免許の体系化の方法 ・∫IS化 の範囲な

どの細部について検討を行なった。なお具体的JISコ

ー ド原案の作成に当っては,さ らに資格 ・免許の種類の

網羅的調査 とその体系化作業を行な う必要があ り,こ れ

も今後の検討項 とな った。

iv)続 柄コー ド

続柄は,あ る特定の人との間柄を示すもので,一 般に

は世帯主を中心とするものと,本 人を中心 とするもの と

の2通 りがある。前者は地方 自治体における住民記録 ・

管理業務などに使われるのが典型例で,表 示の厳密さを

必要 とするのに対し,後 者は,官 庁 ・企業等における人

事,給 与事務などに使われる例が多く,比 較的簡単な表

示で済む場合が少なくない。いずれ も分類体系が比較的

明確で,技 術的にも問題が少ないことか ら今回,JIS

原案を作成することとなった。

コー ド表は,厳 密な表現を必要 とする場合(2桁 構成)

と簡単な表現でよい場合(1桁 構成)の2通 りの表を用

意し,ま たより厳密な表現(何 々の何々)を 示すために

その2種 類のコー ドを連結 させて使用できるよう配慮し

てある。コー ド表の抜粋を第2表 に示してある。

▼)血 液型コー ド

第2表

2桁 コー ド

続柄 コー ド(抜 粋)

コー ド 続 柄

00 注(け た合わせ コー ド)

01 本 人

02 世 帯 主

03 準 世 帯 三k

09 世 帯 員

10 配 偶 者

ユ1 夫

12 寮

ユ3 夫(米 加)

14 凄(未 届)

30 子(女)

31 長 女

32 二 女

33 三 女

34 四 女

35 王 女

36 六 女 以 降

37 養 子(女)
38 子(男)の 妻

39 その他の子(女)

ドコ

4

5

6

5

5

5

0

1

2

3

4

5

6

6

6

6

6

6

6

6

柄続

母

父

母

の者偶配

養

養
祖 父 母

祖 父

祖 母

曾 祖 父

曾 祖 母

配偶者の祖父母

配偶者の曾祖父母

1桁 コ ー ド

ド
ーコ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

続 柄

本人または世帯主

配 偶 者

子(男)

子(女)

孫

父

祖

兄

姉

そ

父

の

母

母

弟

妹

他

A,B,O,Rh方 式 を もとに した血 液型 コー ドのJI

S案 を検討 した。 しか し国際 的な統一分類方法 について

現在 国際機関(ISO,WHO等)で 審議 中であ り,こ

れ と食違いを生 じないよ う,最 終案の作成は保 留す るこ

ととな った。

2.学 校 コー ドのJIS原 案作 所

これは学校を識別するコー ドのJIS原 案である。

コー ド体系の例としては,各 企業が必要に応じて作成

したコー ド表があるが,文 部省が学校基本調査に使用し

ている学校調査番号が現在比較的広 く使われ て い るの

で,こ れを骨子 としてJIS原 案を作成した。学校調査

番号には,国 公私立の幼稚園か ら大学まで,ほ とんどの

学校が登録 されているが,今 回のJIS原 案では,コ ー

ド化の対象範囲を利用頻度が高い大学(含 短大),高 等

専門学校に限定している。

コー ドは4桁 の二=一一メリック・コー ドで最初の1桁

で国公私立,大 学 ・短期 ・高等の区別を行ない,あ との

3桁 で学校の識別を行なっている。なお高等学校以下の

コー ドについては,都 道府県ごとに独 自のものが使われ

現状では全国的な調整がやや困難であるが,引 続 き早い

機会にJIS化 する必要があろうとの結論 となった。

(飯田勝二 ・技術課)
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私は,開 発本部のプロジェクト・り一ダーの一人であ

る。 自分では未だ新人のつもりでいたが,い つのまにか

中堅職員になっていた。

開発本部の仕事はソフ トウェアに関する調査,研 究お

よび開発であり,そ れらの業務を行な うため開発本部で

はプロジェクト制をとっている。プロジェク ト制とは,

マネジ ャー(部 課長)の 指揮の もとに,プ ロジェク ト・

リーダーとサブ ・リーダーおよび数人のメンバーからな

り,全 員が一致団結して一つの仕事を遂行していく制度

である。プロジェク トに参加する人数は,仕 事の大 きさ

に もよるが,普 通は数入から十数人,1年 か ら3年 程度

の期間をかけて仕事を行な ってい く。

私が最近担当した仕事に中小企業(機 械加工組立業)

向け標準生産管理システムがあった。複雑な工場の生産

管理をいかに機能化し,業 界特有の問題点を解決 してい

くことができるかがテーマである。生産管理システムの

設計を進めていくうえで,業 界から選出された委員およ

び当財団関係者か らなる委員会を設 けた。私は生産管理

について学生時代に若干勉強したことがあったが,ま っ

た くの素人といってもよい。その素人が専門家である業

界委員と協力していくのだか ら大変である。プロジェク

ト・メンバーが一室にこもり,勉 強また勉強。しかし勉

強の甲斐があってかおよそ2ヵ 月でシステム設計に必要

とされる生産管理 と業界の概要はほぼ理解することがで

きた。その後,約6ヵ 月間にわたる業界委員との審議検

討を経て,あ る思想の もとでの生産管理システムの設計

完了までこうして約1年 間を要したものであった。

私は常々ソフ トウェアに関する仕事は大変興味のある

仕事であると思っている。何がそんなに興味深いのか と

質 問 され ること もあるが,そ の最大の理 由はな ん といっ

て も未知の分野の仕事に タッチし,挑 戦 で きる ことであ

ろ う。中小企業向 け標準 システ ムの分野 では,私 が最初

に担当 した プロジ ェク トは販売管理 システムの設計であ

ったが,こ のプ ロジ ェク トでは流通の メカニズ ムを勉強

す ることが で きた。生産者一一次卸一二次卸一 小売店一

消費者 とい う一連の物の流れ とそのあいだに介在 す る様

々の問題点な どを勉強 した。 前述 の生産管理 では,原 材

料が工場に搬入 され,生 産計 画に従 って工場 内を動 き廻

り,最 後に製品 として完成 されてい くメカニズ ムをつか

む ことがで ききた。

また,変 ったプ ロジ ェク トとしては コン ピュー タマン

の教育問題 を担 当した こともある。 コン ピュー タが生 れ

た初期 の頃,プ ログ ラムの作成は少数の天才 的技術者 で

十分 であ った。 だが,ハ ー ドウェアの発展 に ともないソ

フ トウ ェア も巨大化 し,大 規模 なオ ンライン ・システム

な どでは数百人の人材を必 要 とす る仕事 が現 わ れ て き

た。即 ち少数の天 才 よ りも多数 の凡人 の技能 を結集 しな

ければな らない。 そ こで必要な のが人材教育 である。教

育の一方法 としてのオンザ ジ ヨブ トレ一二ングの意味か

らも,ま たチーム ワークによるプ ロジェ ク ト制は大 きな

効果 を発揮 している。

私 が コン ビュー一夕に初 めて手 を触れてか らすでに8年

にな る。 だが,コ ン ピュータ ・サイエンスの分野は非常

に奥行の深い分野であ り,ま だまだ未知の分野が多い。

プ ロジ ェク ト制は,開 発本部の よ うに次か ら次へ と未 知

な分野の仕事が与 え られ,こ れ に挑戦す ることが任務 と

されてい るよ うな職場 では最 も適 した管理方式である。

マネー ジ ャーの意思決定の もとで縦横無尽 に活躍 するプ

ロジェク ト。 目標 に向 って突 き進むプ ロジ ェク ト
。私達

の このプ ロジ ェク トへの果敢な作業 が,コ ン ピュータ ・

ユーテ ィリテ ィ,社 会生活の向上,に 少 しで も役立つ こ

とが で きるな らば幸いであ る。

(飯 田次男 ・システム課)
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オ ンラ インシ ミュレー シ ョン言 語

(SIMBOL)の 開発 を終 え て

オンラインシ ミュレー タSIMBOLの 開 発 に着手 した

のはかれ これ3,4年 も前 の ことである。当時,プ ロジ

ェク トの メンバー全 員が コン ピュータシ ミュレー シ ョン

について充分 の知識 を持 っていたわけではな く,そ の道

の専門家の指 導を仰 いだ り,文 献 を調べ た りして,な ん

とか シ ミュレーシ ョンの全貌 を把握 し得 るまでには ほぼ

半年 を費 した。

われわれの システムは離散型の シ ミュレー シ ョンだ け

に限 っていたが,こ の分野 にお けるシ ミュレー シ ョン言

語 は,そ れまでに もい くつか開発 され,有 名 なGPSS

(GeneralPurposeSimulationSystem)も 版 を重 ね,

GPSS/360が 使 われていた。 しか し,こ れ らの言語は

皆バ ッチ処理 用の ものばか りであ った。 この プロジ ェク

トの開始当時,国 内では,ま だシ ミュレーシ 。ン言語の

オ ンライ ン化 は,ほ とん ど試み られ ていなか った し,海

外において も,ご くわずかな例 しかなか った。

マサチ ュ・一・・セ ッツ工科大学(MIT)に お いては,OP

S-3と 言 うオン ラインシ ミュレー タが開発 され,実 際

に稼動 しては いたが,ど うも実用に耐え得 るものではな

か ったよ うで ある。製作者 自ら,こ の システムの拡張版

として計画 しi:OPS-4の 論 文の申 で も,そ の よ うな

点 を指摘 していた。

シ ミューレーシ ョン言語の オンライ ン化については,

もともとシ ミュレーシ ョンが,非 常に試行錯誤過程 を伴

うものであるため,オ ンライン化の メリッ トが ある とい

うことを多 くの人が説い てはいた。 しかし現実 にインプ

リメン トし,実 用化す るのは難 しい問題が多 く,あ ま り手

がつけ られていなか ったのが実状の ようである。 しか し

なが ら,OPS-3と い う現実に動いてい るシステムが

あ り,し か も,同 じ人達 によってOPS-4と い う次の

版 が計画 されている ことは,同 種の システムを開発す る

われわれに とって,確 かに心強 か った。 しか し反面,着 想

の オ リジナル性 に欠 けるとい う点では残念 で もあ った。

SIMBOLの 設 計当初,既 存 の言語(即 ち バ ッチ処理

用の)を オ ンライ ン化 するか,言 語仕様 もオ リジ ナル設

計す るか迷 ったが,ど うせ作 るのだか らとい うことで言

語仕様か ら設 計す ることとな っナこ。 ところがいろいろ と

検 討を進 め仕様 を作 ってい くうちに,い つのまにか既存

の言語 に似 た ものがで き上 って しま った。

しかし これ は当然の ことで あろ う。 このよ うな離散型

シ ミュレーシ 。ン言語 では本質 的に共通 な部分が あ り,

オ ン ライン と言 えど基本的な部分は結局 同 じところに収

束 してしま うもので ある。 もちろん,オ ンラインシ ミュ

レー タに とって システムの良 し悪 しは単 に言語仕様だ け

でな くて,イ ンタラクティブ性 が有効に生か されてい る

か否かが大 きな ウ ェイ トを占めている と思 う。特にイ ン

プ リメン ト上は,こ の あた りが 最 も問題が あるところで

あ り,事 実SIMBOLで の反省 としては,こ の点にやや

不備が予想 され,今 後使用経験 を重ねなが らさまざまの

欠点 を抽出 し,順 次改良 して行 きたい と考 えてい る。

プ ロジ ェク トの第3年 目に入 り,SIMBOLの 評 価を

行な っナこが,こ れ と関連 して国内の データセンターで使

えるシ ミュレーシ ョン言語 の うち,主 に外国機種に ある

もの を対象 として調査 を行な った。 その時感 じたのは,

マニ ュアルに ある機 能が本 当に完備 してい るシス テムが

少ない ことで あっ7。 使用者が 多いせいか さすがにGP

SSは 確 かに良 く整備 されてお り,マ ニュアルの機 能通

りほ とん ど動 いたが,そ れ以外の言語は少々心 もとなか

った。 これは新 し く開発 されて,従 来の もの よ りず っと

機能 が拡張 されてい るはずの言語に特に見 られ,結 局は

かえ って機能が縮少 されてい るような ものであ った。

言語 とい うものは使 われない と良 くな らない,と は言

われてい るが,実 際 その通 りであると痛感 した。

もちろんシ ミュレーシ 。ンに とって言語 は本質 ではな

いが,こ うした実状 を見 ると,最 近 コン ピュー タシ ミュ

レーシ ョンが注 目 されて きた とはい うもののまだ流行の

域 を出 ていないのではないか とい う感 がある。

こうして3年 間の プ ロジ ェク トが終 ってみる と,最 近

にな って,ち らほ らとオンラインシ ミュレータ開発の話

を開 くよ うにな った り,OPS-4が 計 画だけに終 って

しま ったの ではないか と思 っていたのが,SIMPLと 名

前 を変 えて インプ リメン トされた話な どを聞 きい ささか

意 を強 くしてい る。(松 本青樹 ・開発課)
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〔流通情報処理シンポジウム開催〕

当財団では,情 報処理知識の普及促進を目的 とした情

報処理シンポジウムを毎年主要4都 市で開催 して い る

が,今 年度第2回 は,静 岡市において 「企業経営 と情報

処理」 と題 して次により開催する。

期 日 昭和48年10月16日(水)13:00～16:20

会 場 静岡県中小企業会館(4階 大会議室)

後 援 通商産業省,静 岡県

協 賛 静岡県商工会議所連合会,静 岡県商工会連合会

静岡県中小企業団体中央会

参加料 無料

定 員200名

申込先 静岡県商工部中小企業課企画係

静岡市追手町9番6号TELO542-21-2503

内 容1、 これか らの企業経営 と情報処理

2.企 業のマーケッティング活動 と電子計算機

なお,今 後シンポジウムの開催予定は下記の通 りであ

る。

広島市(48.11),東 京都(49.3)

〔海外情報処 理実態調査 団の派遣〕

米国お よび西欧主 要国(英 ・仏 ・西独 ・ベル ギー ・オ

ランダ)に おけ る公共情報 システムの現状 と将来計画,

新 しいソ フ トウェア技術 の動 向,イ ンフ ォメーシ ョンユ

ーテ ィリテ ィの現状 と将来 を調査す るため
,昭 和48年10

月 下旬～11月 上 旬,11月 下 旬～12月 上 旬に,西 欧班 と米

国班 に分 けて,「 海外情報処 理実態調査 団」 を派遣 す る

こととした。 σ

`

1

勺

●

'
.

一20一



報 告 書 一 覧 表

当財団が,昭 和17年1隻事業として,実 施いたしました各事業の成果報告書が完成しまし

たので,ご 入用の方には実費頒布いたしますのでご利用 ドさい。なお,人 王ご 希望 の 方

は,当 財団庶務課(内 線i70)ま で,ご 連絡 ドさい。

、

日本語情報処理の技術動向調 査報告 、1}

経営 情報調 査報告書(V)一 食 品工業,都 市ガス 事業 一

海外の情 報産 業 一米 国のコン ビ。ユ一 夕サー ビス産業 の動向…

システ ム評価 方式の調査報告書

総 合貿易情 報システ ム調査報告書一 システ ム化 の方向 とその課題 一

複合NIS形 成 に関す る調 査研究報告書

ソフ トウェアの評価に関する調 査報告書

海外情 報処理 の現状 と展 望一 フ ランス ・西 ドイ ツ ・米 国…

ソフ トウェアに関す る調査研究

米 国の州 お よび地 方 自治体 における情 報処理 の実態

階層構造 の情報処理 システム

コンパイラ ・ジ ェネレー タの開 発

遠 隔情報処理 システムの応用実験

オンラインシ ミュレーシ 。ン言語SIMBOLの 評 価

汎用 グラフ ィック言語の開発 一 デ ィスプレイシステムの研究開発一

インタラクテ ィブ学習 システムの開発 一遠 隔情報処理 システムの研究開発一

情報処理教育に関す る調査報告書

分 類 番 号

47-ROO1

47-ROO2

47-ROO3

47-ROO4

47-ROO5

47-ROO6

47-ROO7

47-ROO8

47-ROO9

47-R101

47-SOOI

47-SOO2

47-SOO3

47-SOO4

47-SOO5

47-SOO6

47-EOO1

当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財団の活動について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記あてご連絡 くだ さい。

電話 東京(03)434-8211(大 代表)

当財団庶務的事項全般については

当財団の事業内容については

各種調査 については

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

システムの調査研究については

システム及びプログラムの研究開発については・

情報処理に関するコンサルテ ィングについては

ソフ トウェアの利用 については

情報処理教育については

情報処理に関する各種標準化 については

情報処理 シンポジウムの内容 については

報告書等各種出版物 の入手 については

総務部調査課(内 線286)

技術部研究課(内 線478)

・・…開発本部 システム課又は開発課(内 線215)

開発本部管理課(内 線529)

開発本部サービス課(内 線306)

技術部教育課(内 線475)

技術部技術課(内 線536)

総務部調査課(内 線538)

総務部庶務課(内 線470)



UIPO日

課 日本情報処理開発センター
東京都 港区芝公 園3丁 目5番8号 機械振興会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


